
１ はじめに

　（一財）道路新産業開発機構（HIDO）では、毎年、民
間企業等の ITS に関わる人材育成支援、人材交流のため、
セミナーを実施しています。平成 29 年度は、昨年度のア
ンケート結果において、年２回の開催を希望された方が多
かったため、今年度は年２回開催することとなりました
（アンケートの結果は、年１回開催希望よりも年２回開催
希望が１票多い）。
　平成 29 年度第１回 ITS セミナーを７月 20 日に開催し、
第２回を 11 月 24 日に開催しました。開催数を増やし、
ITS セミナー後に交流会を設けたため、両日とも時間を午
後３時～午後５時として２講演行いました。
　今回のテーマは、第１回は「ITS の最新動向」として、
自動運転にも利用できる交通情報提供と将来のモビリティ
を検討している民間企業の方を講師に招き、講演して頂き
ました。第２回は「ITS の最新動向」として、今後の通信
（5G）と自動運転について総務省の方と同志社大学の先生
を講師に招き、講演していただきました。

２ 平成29年度第１回 ITSセミナー

日時：平成 29 年７月 20 日（木）
場所： HIDO会議室
対象： ITS に携わっている中堅職員
参加者：68 名
【講義】
① 『Mobility Services and Traffic Management using 

Probes』
TomTom社
VP TomTom Traffic and Travel Information Product 
Unit & Fellow

Dr. Ralf-Peter Schaefer 氏
②『交通システム Ha:mo（ハーモ）の取組みについて』
トヨタ自動車株式会社
ITS 企画部　主幹
滝口　結花 氏

3 『Mobility Services and 
Traffic Management using Probes』

　トムトム社はオランダのナビゲーションのメーカーとし
て欧州、米国で小型のカーナビを広く展開していました。
スマートフォン（以下 スマホ）が広く普及し、スマート
フォンにナビゲーション（以下 ナビ）機能のアプリケー
ション（以下 アプリ）が増えたことでナビだけの機器は
徐々に市場から減少していきました。トムトム社はナビの
次のビジネスとして、PNDやスマホからプローブ情報を
収集し、交通状況把握、交通管理のサービスを開始しまし
た。
　講演では、プローブ情報に含まれる時間、位置情報、加
速度センサーの情報によって、トムトム社のアルゴリズム
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を用いることで車種、交通の流れ、走行車線が判別できる
ことについて講演していただきました。
　プローブ情報の分析を行う事によって、渋滞を減少させ
るための交通案内が可能となりますが、渋滞を一つなくす
と別の場所で渋滞が発生するので、街や都市全体を見なが
ら渋滞を解消することも可能になることについてお話しを
いただきました。
　今後は自動運転車用地図と交通情報提供を行っていくそ
うです。

Schaefer 氏による講演

４ 『交通システムHa:mo（ハーモ）の
取組みについて』

　トヨタ自動車が取り組むスマートモビリティ社会、新し
い交通システム、シェアリングサービスのHa:mo の取組
とその事例紹介について講演をしていただきました。
　モビリティとしては近距離、中長距離そして長距離（ト
ラックなど）の用途に応じた燃料、技術、車種についてご
紹介があり、近距離移動に適したモビリティを中心にお話
しをいただきました。
　近距離用モビリティHa:mo は豊田市で実際にサービス
が行われています。実証実験は東京のシェアリングサービ
ス、東京のマンション向けサービス、沖縄の観光客向け観

光コース、岡山の近距離移動そして、外国ではフランスの
グルノーブルで実証実験が行われています。グルノーブル
の実証実験は 2017 年 11 月まで行われていました。
　Ha:mo の課題は、使い易い車両の導入、どこでも使え
るサービス、ビジネスモデルがあり、ビジネスモデルの構
築が今後の大きな課題のように思われました。Ha:mo で
は４輪のCOMSと３輪車両の i-Road の２種類の車両があ

豊田市の事例

グルノーブルの事例

Ha:mo で使用している車両

交通状況の例　車速によって色分け
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ります。i-Road はフォークリフトの様に後輪で舵取りを行
うため、小回りが効くという利点はありますが、運転講習
を受ける必要があることが分かりました。

５ 平成29年度第２回 ITSセミナー

日時：平成 29 年 11 月 24 日（金）
場所： HIDO 会議室
対象： ITS に携わっている中堅職員
参加者：55 名
【講義】
①『電波政策の最新動向等について』
総務省総合通信基盤局電波部長　
竹内　芳明　氏
②『コネクテッドビークルとダイナミックマップ』
同志社大学大学院 理工学研究科
情報工学専攻 教授
佐藤　健哉　氏

６ 『電波政策の最新動向等について』

　日本の携帯電話（移動体通信）の歴史、今後の電波政策
（5G）、通信と自動運転・ITS サービス・コネクテッドカ
ーなどについて講演をしていただきました。
　講演の中心は次世代通信の 5Gに関連する内容が多く、
5Gの基本コンセプトや 5Gのサービスイメージについて
お話しをいただき、5Gは今のスマートフォンの延長では
なく、大容量で高速通信が可能となり、遅延をなくしてい
く通信ということが分かりました。スペックは現在標準化
を行っているそうです。2020 年の東京オリンピックでは
多くの外国人観光客が日本、東京に来られるので、2020
年には 5GとWiFi のワイヤレス環境が作られる予定と報

告がありました。また、自動車関連の話題として、自動運
転システム、ITS サービス、コネクテッドカーの実現に使
われる通信のお話しもありました。
　今年の ITS 世界会議モントリオールでは、LTE、5G、
G5（WAVE）などの通信関連のセッションは席が足らな
くなるくらいの盛況でした。ITS では新たな通信技術が世
界で注目されているようです。

竹内氏による講演

７ 『コネクテッドビークルとダイナミックマップ』

　自律型自動運転、協調型自動運転、コネクテッドビーク
ルそしてダイナミップマップについて講演をしていただき
ました。
　自律型自動運転は車のシステムと高精度地図によって自
動走行を可能にした車ですが、自律型自動運転に様々な課
題があります。その課題は他の車両、バイク、自転車、歩
行者などの移動対象物の検知や見通しの悪い箇所、合流部
などの死角範囲外の検知が不可能であることの説明をして
いただき、自律型自動運転では検知が難しい物を検知する

自律型自動運転の課題

滝口氏による講演
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ために協調型自動運転が必要であることをお話しいただきま
した。自動運転車や車の安全性向上、情報共有のために、
車車間通信・路車間通信によって、各車両や路側に取り付
けられたセンサの情報共有がこれから必要不可欠になります。
　自動運転の取り組みの一つにダイナミック（動的情報）
があり、大学で研究されているダイナミックマップの実験
内容と実証実験の動画を見せていただきました。
　今後は、協調型自動運転に向けた情報通信プラットフォ
ームの取り組みと開発についてお話しをいただきました。

８ ITSセミナー後のアンケート結果

　ITS セミナー参加者にアンケートを行いました。アンケ
ートの結果を以下に示します。
１）全体の印象
　第１回 ITS セミナーのアンケートは参加者数 68 名に対
して回答数は 57（回収率 83.8%）、第２回 ITS セミナーの
アンケートは参加者数 55 名に対して回答数は 44（回収率
は 80.0%）でした。ITS セミナーの全体の印象に対するア
ンケート結果は下記の通りでした。

良い 普通 良くない 無回答

第１回
42 13 １ １

73.7% 22.8% 1.75% 1.75%

第２回
40 ４ ０ ０

90.9% 9.1% ０% ０%

２） 開催回数について
　例年は年１回の開催でしたが、今年は年２回の開催とし
ました。例年通りの開催数か、年２回の開催数のどちらが
良いかについてアンケートを行いました。結果は下記の通
りでした。

年１回
３～４講演

年２回
１開催

１～２講演
無回答

第１回
８ 48 １

14.0% 84.2% 1.8%

第２回
６ 37 １

13.6% 84.1% 2.3%

　開催回数は年２回を希望される方々が多いことが分かり
ましたので、次年度（2018 年度）も年２回の開催を予定
します。
３） 聴講したい講義内容
　ITS セミナーで取り上げてほしい講義内容について下記
のような意見が寄せられました（意見が多かった順に並べ
ます）。
①ビッグデータ
②欧米の ITS
③道路課金
④自動運転技術
⑤協調システム
　ビッグデータの講義を希望されている方が多くいました。
昨年と今年の第１回 ITS セミナーでもビッグデータの活
用を含んだ講義がありましたが、今後もビッグデータ関連
の講義を取り入れるようにいたします。道路課金の講義を
希望されている方が増えていますので、欧州、米国、中国
そしてアジアの動向について、今後の ITS セミナーもし
くは調査研究発表会で取り上げるようにします。
　少数のご意見ですが、MaaS（Mobility as a Service）を
講義内容に取り上げて欲しいというご要望がありました。
MaaS は ITS 世界会議、ITS ヨーロッパでは注目を浴びて
いるキーワードであり、今年度のHIDO主催の欧州調査
でもMaaS Global を訪問しましたので、MaaS についての
講演を計画いたします。
　ご意見は次回開催以降の ITS セミナーの参考とさせて
いただきます。

９ 交流会

　昨年度の ITS セミナーから、講演終了後に講師の方と
自由な意見交換と名刺交換が行える場として交流会を設け
させていただきました。ITS セミナーの講演終了後に交流
会を実施しました。
　第１回と第２回の交流会の参加者は各 30名ほどの方が参
加されました。ITSセミナーの参加者数から考えますと、多

佐藤氏による講演
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くの方が講演終了後に帰られる方が多い事が分かりました。
　交流会は、講師の方や普段接点の無い方とお会いするこ
とができる場であると思っていますので、是非ご参加くだ
さい。次年度以降も講演終了後に交流会を設けようと思い
ます。

10 おわりに

　今年度の ITS セミナーでは、プローブ情報を活用した
交通状況、渋滞の把握やこれらの情報を活用した自動運転、
将来のモビリティ、次世代の電波政策そして自律型から協
調型への自動運転車などの最新 ITS 技術を話題として取
り上げました。
　参加者数の動向としては、第１回目は人数が多く、参加
者からのアンケートでは会場が狭いというご意見がありま
した。第２回目は祝日と土曜日に挟まれた金曜日であるか

らか、最近３ヶ年の中で最も参加者数が少ない状況でした。
第１回と第２回の参加者数（約 60 名）の状況をみますと、
約 60 名の参加者数であれば、席に余裕があり、メモを取
りながら聴講できる事が分かりました。来年度以降は 60
名の参加者数を一つの境目として ITS セミナーの募集人
数を検討しようと思います。
　ITS セミナーの開催に関して、講師の皆様、関係者の皆
様のご協力に、とても感謝しております。当機構では皆様
から寄せられたご意見・ご要望を踏まえ、カリキュラムの
充実をはかるとともに、引き続き ITS セミナー（講演）
を通じて、ITS に関わる人材育成支援、人材交流の円滑化
に努めて参りたいと思います。今後ともよろしくお願いし
ます。

※ 平成 29 年度 ITS セミナーの資料を入手されたい方は当
機構までご連絡ください。資料は紙のみです。

第 1 回 ITS セミナーの風景

第 2 回 ITS セミナーの風景
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